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２
年
生
は
、
５
日
間
に
わ
た
る
修
学

旅
行
を
楽
し
み
、
1111
月
１
日
（
水
）
に

月
１
日
（
水
）
に

修
学
旅
行
団
Ａ
班
（
工
業
科
・
商
業
科
）

修
学
旅
行
団
Ａ
班
（
工
業
科
・
商
業
科
）

が
、
３
日
（
金
）
に
Ｂ
班
（
普
通
科
）

が
、
３
日
（
金
）
に
Ｂ
班
（
普
通
科
）

が
旭
川
に
安
全
に
帰
還
し
ま
し
た
。

が
旭
川
に
安
全
に
帰
還
し
ま
し
た
。
本本

校
の
修
学
旅
行
は
、
韓
国
ま
た
は
国
内

の
２
コ
ー
ス
か
ら
の
選
択
制
で
す
。
今

年
は
韓
国
希
望
者
が
少
数
だ
っ
た
た
め
、

全
員
が
国
内
で
の
修
学
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
広
島
へ
向
け
て
出
発
し
、

２
日
目
に
は
厳
島
神
社

厳
島
神
社
や
広
島
平
和
記

広
島
平
和
記

念
公
園

念
公
園
を
訪
れ
る
な
ど
、
歴
史
的
な
場

所
を
探
索
し
ま
し
た
。
３
日
目
と
４
日

目
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
京
都
と
大
阪
（
Ｕ

京
都
と
大
阪
（
Ｕ

Ｓ
Ｊ
）
で
の
自
主
研
修

Ｓ
Ｊ
）
で
の
自
主
研
修
が
行
わ
れ
、
生

徒
た
ち
は
新
し
い
経
験
と
知
識
を
得
る

貴
重
な
機
会
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
間

　

本
間  

朱
夏
朱
夏  

さ
ん
さ
ん（
商
２
・
鷹
栖
中
）「
修

学
旅
行
を
通
し
て
、
人
と
の
関
り
や
文

化
の
違
い
、
平
和
に
つ
い
て
な
ど
、
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
そ
の
地
域
に
訪
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。」

　

10
月
29
日
（
日
）
に
東
京
都
の
文
京
シ
ビ
ッ

東
京
都
の
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催

ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「2023

2023
（
第
（
第
2929
回
）
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

回
）
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

大
会
大
会  
高
校
生
Ｂ
部
門
」
で
吹
奏
楽
部
が

高
校
生
Ｂ
部
門
」
で
吹
奏
楽
部
が
「
夜夜

の
来
訪
者
～
Ｊ
．
Ｂ
．
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
の

の
来
訪
者
～
Ｊ
．
Ｂ
．
プ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
の

戯
曲
に
基
づ
い
て
～

戯
曲
に
基
づ
い
て
～
」（
作
曲
：
松
下
倫
士
）

を
演
奏
し
、
見
事
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し

を
演
奏
し
、
見
事
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。
Ｂ
部
門
は
大
編
成
（
36
人
以
上
）

で
30
校
が
出
場
し
、
そ
の
う
ち
10
校
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
体
験

　

10
月
31
日
（
火
）、
マ
イ
ナ
ビ
㈱ 

様

の
ご
協
力
の
元
、
普
通
科
１
年
生
を
対

普
通
科
１
年
生
を
対

象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
（
会

象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
（
会

社
見
学
）
が
実
施

社
見
学
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
旭
川
市
内

に
あ
り
ま
す
24

社
の
企
業
（ 

旭

川
信
用
金
庫 

様
、

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
㈱ 

様
、
㈱
道
北
ア
ー

実
務
環
境
で
の
学
び

実
務
環
境
で
の
学
び

　　

◎
第
◎
第
6969
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
道

回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
道

コ
ン
ク
ー
ル
兼
第

コ
ン
ク
ー
ル
兼
第
4949
回
北
海
道
指
定
図

回
北
海
道
指
定
図

書
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

書
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
賞
（
北
海
道
教
育
振
興
会
長
賞
）　

特
別
賞
（
北
海
道
教
育
振
興
会
長
賞
）　

土
居
土
居  

竜
大
竜
大
（
普
１
・
広
陵
中
）

優
良
賞　

林林  

琴
桂
琴
桂
（
普
１
・
忠
和
中
）

　

◎
第
◎
第
3434
回
伊
藤
園
お
～
い
お
茶
新
俳

回
伊
藤
園
お
～
い
お
茶
新
俳

句
大
賞

句
大
賞

佳
作
特
別
賞　

佐
々
木

佳
作
特
別
賞　

佐
々
木  

英
奈
英
奈
（
普
１
・

啓
北
中
）

　

作
品

「
は
ら
は
ら
と　

代
替
わ
り
す
る　

雪
下
し
」

　　

◎
北
海
道
高
等
学
校
文
化
連
盟

◎
北
海
道
高
等
学
校
文
化
連
盟  

第第
4747

回
全
道
高
等
学
校
写
真
展
・
研
究
大
会

回
全
道
高
等
学
校
写
真
展
・
研
究
大
会

入
選
入
選　

川
村
川
村    

康
太
康
太
（
機
２
・
東
鷹
栖
中
）

佳
作　

越
智
越
智  

ま
ひ
る

ま
ひ
る
（
商
３
・
啓
北
中
）

　　

◎
第
◎
第
2121
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ

回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
ム
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

ラ
イ
ト
ハ
ン
ド

ラ
イ
ト
ハ
ン
ド++

7070
㎏㎏　

３
位　

⽯
上

３
位　

⽯
上  

琢
⼼
琢
⼼
（
機
２

（
機
２
・

広
陵
中
）・
レ
フ
レ
フ

ト
ハ
ン
ド

ト
ハ
ン
ド++

7070

㎏㎏　

３
位　

⽯

３
位　

⽯

上上  

琢
⼼
琢
⼼

「
今
回
皆
さ
ん

の
信
任
を
い
た

だ
い
た
事
で
新

た
な
活
動
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
長
に
な
り
、

改
め
て
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
５
年
度
前
期
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
学
校
行
事
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
、
昨
年
度
よ
り
も

コ
ロ
ナ
禍
前
の
姿
に
近
い
形
で
様
々

日本管楽合奏コンテスト日本管楽合奏コンテスト

　　全国大会全国大会
　Ｂ部門　Ｂ部門 最優秀賞最優秀賞

　

部
長　

治
部
治
部  

琉
仁
琉
仁  

さ
ん
さ
ん
（
普
３
・
北

門
中
）「
こ
の
度
は

全
国
大
会
で
最
優

秀
賞
を
い
た
だ
き
、

部
員
一
同
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
自
身
初

め
て
の
全
国
大
会
で
旭
実
ら
し
い
演
奏

を
評
価
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

と
も
多
く
の
方
に
感
動
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

な
学
校
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
の
状
況
に
も
よ
り

ま
す
が
、
後
期
は
よ
り
思
い
出
に
残

る
行
事
を
企
画
し
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声

皆
さ
ん
の
声

に
耳
を
傾
け
て
「
旭
川
実
業
高
校
に

に
耳
を
傾
け
て
「
旭
川
実
業
高
校
に

来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え

来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
生
徒
会
一
丸
と
な
っ
て

る
よ
う
に
、
生
徒
会
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

私
の
目
標
は
「
過
ご
し
や
す
い
学

私
の
目
標
は
「
過
ご
し
や
す
い
学

校
」
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

校
」
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
学
校
行

事
を
通
し
て
交
流
を
深
め
た
り
、
学

校
生
活
の
環
境
を
変
え
た
り
な
ど
み

な
さ
ん
が
快
適
に
高
校
生
活
を
過
ご

せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
ど
う
か

こ
の
一
年
間
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。」

佐
藤 
武
大 

さ
ん

（
普
２
・
啓
北
中
）

新新
生
徒
会
長

生
徒
会
長

就
任
の
あ
い
さ
つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

～～  

異
な
る
地
域
で
発
見
と
成
長

異
な
る
地
域
で
発
見
と
成
長  

～～

ク
ス 

様
な
ど
）
の
中
か
ら
１
社
を
訪
問

し
、
そ
の
企
業
に
関
す
る
調
査
や
探
求
、

さ
ら
に
実
地
体
験
を
積
み
ま
し
た
。
こ

の
活
動
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
は
選
ん

生
徒
た
ち
は
選
ん

だ
企
業
が
ど
の
よ
う
に
地
域
社
会
へ
貢

だ
企
業
が
ど
の
よ
う
に
地
域
社
会
へ
貢

献
し
て
い
る
の
か
を
直
接
的
に
学
び
ま

献
し
て
い
る
の
か
を
直
接
的
に
学
び
ま

し
た
。

し
た
。
ま
た
、
企
業
の
文
化
や
価
値
観

に
触
れ
る
こ
と
で
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

選
択
に
対
す
る
洞
察
も
得
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

広
島
広
島    

京
都
京
都    

大
阪
大
阪

２年生２年生

修修

学学
旅旅
行行

活
躍
す
る
旭
実
生

活
躍
す
る
旭
実
生


